
      願いを 
 

全
国
公
害
患
者
の
会
連
合
会
と
大
気
汚
染
裁
判
原
告
団
・
弁
護
団
全
国
連
絡
会
議
は
、
共
同

し
て
、
自
動
車
工
業
会
、
ト
ヨ
タ
東
京
本
社
（
四
月
九
日
）
、
石
油
連
盟
（
四
月
一
八
日
）
に

対
し
て
、
国
が
「
ぜ
ん
息
患
者
医
療
費
救
済
制
度
」
の
創
設
に
あ
た
り
財
源
拠
出
の
協
力
要
請

が
あ
っ
た
時
に
は
適
切
に
対
処
す
る
よ
う
、
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

 

患
者
側
か
ら
「
公
害
健
康
被
害
補
償
法
の
指
定
地
域
が
解
除
（
一
九
八
八
年
三
月
）
さ
れ
、

新
た
に
発
生
す
る
ぜ
ん
息
患
者
の
救
済
が
打
ち
切
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
ぜ
ん
息
で
苦

し
む
患
者
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
解
除
時
に
発
生
し
て
い
た
患
者
が
制
度
の
あ
る
こ
と
を
知

ら
ず
に
申
請
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
」
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。 

大
気
汚
染
の
原
因
が
、
工
場
（
固
定
発
生
源
）
か
ら
自
動
車
排
ガ
ス
（
移
動
発
生
源
）
に
変

化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
裁
判
で
争
わ
れ
た
加
害
者
と
被
害
者
の
枠
で
は
な
く
、
被
害
が
発
生
し

て
い
る
事
実
に
基
づ
い
て
、
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
に
積
極
的
に
努
力
す
る
よ
う
要
請
し
ま

し
た
。 

 

毎
年
六
月
の
環
境
月
間
に
合
わ
せ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
全
国
公
害
被
害
者
総
行
動
で
は
、

石
油
連
盟
に
対
し
て
「
ぜ
ん
息
患
者
の
医
療
費
助
成
制
度
」
の
創
設
を
要
請
し
て
い
ま
す
。 

そ

の
際
、
石
油
連
盟
は
、「
国
か
ら
制
度
創
設
の
話
し
が
あ
れ
ば
、
財
源
拠
出
も
含
め
検
討
す
る
」

と
応
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
、
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。 

 
 

  

環
境
省
と
の
間
で
は
、
五
月
一
五
日
「
ぜ
ん
息
患
者
患
者
の
医
療
費
救
済
制
度
」
の
創
設
を
目
標

に
し
た
「
勉
強
会
」
が
も
た
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
保
健
企
画
管
理
課
課
長
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
受
け
て
、 

な
ぜ
「
ぜ
ん
息
患
者
医
療
委
救
済
制
度
」
が
必
要
な
の
か
、
そ
も 

そ
も
論
を
も
う
一
度
、
患
者
会
側
か
ら
話
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
前
提
条
件
と
し
て
東
京
、
横
浜
、
埼
玉
の
ぜ
ん
息
患
者
か 

ら
訴
え
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

訴
え
の
中
で
は
、
横
浜
市
が
提
出
し
た
「
意
見
書
」
に
も
触
れ 

ま
し
た
。
ぜ
ん
息
患
者
が
適
切
か
つ
継
続
的
に
治
療
を
受
け
る
う 

え
で
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
、「
医
療
費
負
担
」
で
あ
る
こ
と
が
、 

切
々
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

横
浜
市
が
提
出
し
た
「
意
見
書
」
で
は
、
適
切
な
治
療
を
継
続 

し
て
受
け
る
た
め
に
は
、「
医
療
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
国 

に
よ
る
特
段
の
措
置
を
求
め
て
い
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る 

こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

環
境
省
と
し
て
「
何
が
で
き
て
い
る
の
か
、
で
き
て
い
な
い
の 

か
。
ま
た
、
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
」
と
の
話
が
あ 

り
ま
し
た
。
患
者
会
と
環
境
省
と
の
勉
強
会
は
、
今
後
も
継
続
し 

て
行
く
こ
と
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
。 

  

制
度
作
り
の
「
勉
強
会
」
を
継
続
す
る 

石
油
連
盟
、
国
か
ら
話
が
あ
れ
ば
検
討 
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横
浜
患
者
会
、
川
崎
患
者
会
が
協
力
し
て
、
毎
月
国
会
議
員
要
請
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

四
月
の
要
請
行
動
で
は
、
神
奈
川
県
選
出
議
員
に
要
請 

し
ま
し
た
。
要
請
書
と
一
緒
に
横
浜
市
議
会
が
国
に
提 

出
し
た
「
意
見
書
」
を
参
考
資
料
と
し
て
手
渡
し
ま
し 

た
。 

 

そ
の
結
果
、
署
名
提
出
の
た
め
の
紹
介
議
員
を
「
承 

諾
し
て
く
れ
た
」
議
員
や
、「
再
度
検
討
す
る
」
こ
と 

を
約
束
し
て
く
れ
た
議
員
も
増
え
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
会
派
か
ら
「
紹
介
議
員
」 

「
賛
同
議
員
」
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

横
浜
市
が
提
出
し
た
「
意
見
書
」
が
大
き
な
力
に
な 

っ
て
い
ま
す
し
、
毎
月
取
り
組
ん
で
い
る
患
者
の 

粘
り
強
い
取
り
組
み
の
成
果
で
す
。 

 

国会のすべての会派から「紹介議員」 

 

五
月
一
三
日
（
日
）、
一
四
日
（
月
）、
名
古
屋
で
第
二
〇
回
全
国
公
害
患
者
の
会
連
合
会

定
期
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
「
ぜ
ん
息
患
者
医
療
費
救
済
制
度
」
を
一
日
も
早

く
実
現
す
る
こ
と
を
、
改
め
て
意
思
統
一
し
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
運
動
の
柱
は
、
「
ぜ
ん
息
患
者
医
療
費
救
済
制
度
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
世

論
を
作
り
出
す
こ
と
、
そ
の
た
め
に
①
署
名
の
推
進
と
宣
伝
行
動
を
強
め
る
、
②
署
名
を
国

会
に
提
出
す
る
た
め
に
「
紹
介
議
員
」
を
増
や
し
、
議
員
立
法
を
つ
く
る
た
め
の
「
議
員
連

盟
」
の
結
成
を
目
指
す
、
③
制
度
創
設
の
財
源
拠
出
の
た
め
財
界
・
企
業
等
へ
の
要
請
を
強

め
る
、
④
自
治
体
か
ら
の
「
意
見
書
」
提
出
の
働
き
か
け
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
を
決
め
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
に
国
に
意
見
書
を
提
出
し
た
自
治
体
、
市
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

川
崎
市
議
会
（
平
成
一
五
年
一
二
月
一
九
日
）
、
東
京
都
議
会
（
平
成
二
三
年
三
月
一
一

日
、
平
成
二
五
年
一
二
月
一
三
日
）、
名
古
屋
市
長
（
平
成
二
五
年
一
一
月
一
日
）、
埼
玉
県

議
会
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
一
三
日
）、
横
浜
市
議
会
（
平
成
三
〇
年
三
月
二
三
日
）。 

東
京
都
の
特
別
区
か
ら
は
、
文
京
区
議
会
（
平
成
一
四
年
一
二
月
六
日
）
、
中
央
区
区
議
会

（
平
成
一
五
年
三
月
二
〇
日
）、
渋
谷
区
区
議
会
（
平
成
一
五
年
三
月
二
六
日
）、
狛
江
市
議

会
（
平
成
二
四
年
三
月
二
六
日
）
と
九
市
町
村
議
会
、
一
市 

長
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

自
治
体
か
ら
国
に
「
ぜ
ん
息
患
者
医
療
費
救
済
制
度
」
に 

つ
い
て
特
段
の
措
置
を
求
め
る
「
意
見
書
」
提
出
の
動
き
を 

広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

毎

月

の

議

員

要

請

が

力

に 

世
論
の
力
で
ぜ
ん
息
患
者
医
療
費
救
済
制
度
を 

 

 

いつも手放せない薬。薬によっては副作用があ

る。（「写真集川崎公害と環境再生」より） 


